
c7毘

匂ザや

ら醐静

人

設

事
徴

楽

し

い

夏

休

み

が

き

た

。

事

故

伝

〈

健

康

な

毎

日

を

過

ご

そ

5

少
な
い
撃
で
あ
り
、
中
ま
ら
高
校
'

に
か
け

τ大
き
な
伸
笠
宮
不
し
て
い
る
醐

ζ
と
が
わ
か
D
ま
す
。

ζ
れ

は

年

齢

的

叩

に
内
々
の
い
く
数
字
と
も
い
え
求
す
が

高
山
刊
(
雨
明
子
の
人
手
続
開
の
半
数
が
暖
品
、

ベ
i
ス
に
来
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

⑧
ポ
ル
ノ
出
国
絞
機
で

r

購
入
先
日
月
は
、
中
伊
身
子
が
n
自
動
品

販
売
機
H

、
高
校
男
す
支
は

ν本
間
a

が
モ
れ
ぞ
れ
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

!
日
ぞ
ど
5
尽
主
ぶ
に
は
、
全
体

で
「
お
も
し
ろ
い
」
が
二
九
・
七
軒
で

一
番
品
く
、
高
校
生
甘
ん
は
、
「
お
も
し

先
月
T
旬
、
潟
賓
と
し
て
采
臼
し
だ
外
出
を
や
め
る
μ
、
η
オ
ー
ト
バ
イ
を
か
わ
り
あ
い
が
つ
よ
い
の
で
は
と
、
み
ろ
い
」
が
司
自
二
。
一
割
、
女
一
四

ノ
メ
リ
カ
の
刀
!
タ
!
大
統
領
が
、
下
重
し
な
い
ヘ

H

外
出
は
開
眼
戸
て
い
ま
γが
、
ゲ
i
ム
代
欲
レ
さ
の
非
九
軒
、
「
則
塗
れ
た
」
必
至
ニ

田
市
で
行
っ
た

w
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ジ
な
ど
、
校
外
指
器
閣
に
日
亨
同
け
て
い
行
に
ス
入
ツ
ザ
ノ
を
か
け
る
手
立
て
を
、
一
官
、
女
七
四
軒
で
、
男
立
ま
が
あ

グ
H

で
、
「
子
供
の
頃
む
こ
と
で
、
な
く
ζ
と

に

し

て

い

主

ヲ

。

円

」
5

家
庭
も
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
と
む
り
ま
す
が
、
燃
の
問
題
も
か
ら
め
て
、

に
が
一
警
告
諮
っ
て
い
ま
す
か
「
;
手
厳
し
い
態

;τ
い
子
。
厳
し
く
し
か
左
右
番
長
女
子
の
撃
者
い
こ
と
で
楽
器

の
質
問
に
、
「
そ
己
に
主
ほ
が
い
ず
品
部
川
川
で
し
ょ
己
一
、
震
波
〈
一
原
民
主
仇
ぎ
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

践
が
い
た
。
い
つ
も
震
と
一
緒
に
い

γ
i度
も

必

要

;

一

い

ζ

し
し
も
丸
刈
で
し
ょ
う
。
芸
、
腐
と
ん
q

た

こ

と

よ

と

答

え

て

い

ま

し

た

。

少

し

て

本

相

官

に

「

乙

れ

は

ま

ヂ

ご

と

⑧

伺

も

い

E

わ
な
い
貌

レ
は
〈
然
と
し
た
答
戸
で
す
が
、
干
品
小
・
中
学
長
雫
胡
じ
て
共
謀
す
る
問
お
感
じ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

た
ち
に
と
っ
て
景
謀
と
忌
む
す
挺
臼
が
趨
と
し
て
は
、
ィ
ン
ペ
I
ダ
ー
と
の
か
い
か
と
惑
い
ま
す
。
一
方
、
ポ
ル
ノ
持
討
を
昆
で
い
る
べ

い

か

に

大

切

か

世

会

え

る

古

川

瀬

で

す

。

ー

ま

在

、

昆

た

ζ
と
裏
の
へ
か
知
っ

と

の

よ

う

に

、

震

と

共

に

注

る

こ

官

レ

ノ

義

L
L
h
u
三

子

建

て

い

る

の

か

と

い

う

点

子

が

、

知

J
M
H
j

ノ
丸
季
一
長
官
乙
一
一

L
C

っ
て
い
る
程
一
一
一
百
五
十
人
中
百
二
人

と
が
幸
せ
で
あ
る
ζ
と

に

嘆

い

は

な

い

;

，

j
~
ノ

削

の
で
す
が
、

2
2
2矢
家

の

や

も

う

一

度

点

検

を

主

将

又

計

一

手

話

uvが
ち
な
昨
今
い
ま
一
度
そ
の
あ
り

方

を

考

古

え

て

み

る

必

要

が

あ

る

よ

っ

で

か

っ

た

」

が

六

一

軒

を

占

め

て

い

ま

し

そ
の
庁
本
能
的
に
u

に
、
つ
な
が
る
と
れ
ら
白
多
〈
は
家
庭
内

γ戎
監
さ
れ
九
中
学
空
古
山
田
町
芋
で
は
、
と
れ
が
回

す
。
笈
体
み
は
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
反

問
題
と
し
て
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
F千
供
た
て
い
る
も
の
有
見
た
の
で
は
な
い
か
と
五
が
と
減
少
し
、
わ
ぶ
ら
れ
た
」
の
手
リ

哲
も
含
め
て
、

D
ズ
ム
を
変
え
て
ハ
〈

よ
い
機
会
で
す
二
ア
レ
ど
か
ら
離

i
ち
あ
か
か
わ
り
合
い
が
あ
D
ま

す

。

撃

し

て

い

ま

す

。

事

選

く

な

っ

て

い

〈

存

子

が

、

瞬

時
間
主
〈
し
て
み
る
。
警
共
会
民
事
ベ
た
ユ
ニ
!
ク
な
調
査
結
果
⑧
公
開
票
率
ι

む

ら

で

急

激

な

障

害

選

出

に

、

察

対

応

酬

w

が

型

円

少

昂

相

談

室

か

ら

発

表

さ

れ

ま

で

き

な

い

例

と

も

い

え

ま

す

。

高

校

生

層

J

同
一
昨
年
…
…
申
告
が
訪
日
月
三
時
計
訪
問
将
控
訴
問
一
島
崎
両
開

ト
を
と
っ
た
も
白
で
;
初
め
て
見
た
中
学
女
子
で
は
H
若
田
、
望
室
μ

読
ん
だ
あ
と
の
要
旨
問
題
が
あ
臨
時

に
な
り
ま
す
ロ

3J、
w
ぎ
で
買
い
求
め
た
か
M

が
一
一
一
軒
で
一
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
り
ま
す
。
「
撃
で
る
」
首
長
「
友
情

1
E夜
間

関

の

外

z=
川
室
、
ャ
一
項
目
に
わ
た
っ
て
園
間
し
高
校
事
で
ほ
グ
友
人
白
奇
襲
人
に
屈
す
量
一
一
塁
と
い
っ
た
具
合
同

一

…

た

も

の

で

す

。

女

子

高

ぶ

校

内

L比
較
的
高
い
い
で
ナ
。
喜
男
子
で
は
「
棄
て
る
い
鞍

f
i
出
や
め
る
5
3
L

主
な
も
の
義
介
し
で
み
ま
す
と
、
比
率
宇
示
し
て
い
ま
す
。
が
六
九
古
昔
、
中
学
生
の
棄
損
弾

事
護
軍
一
で
は
「
夏
休
み
で
な
い
季
初
め
て
見
た
の
は
!
の
質
問
に
中
晶
子
男
子
の
H
省
、
草
む
ら
H

は
所
む
「
一
公
園
」
と

E口
わ

せ

て

官

舗

と
で
き
な
い
築
地
所
善
、
建
前
研
究
、
観
は
、
「
小
学
校
了
二
年
の
閣
」
と
答
拾
い
読
み
に
と
ど
を
め
会
入
モ
ζ
に
択
す
べ
き
数
字
ポ
ず
。

J
U

軍学一酒、

ζ

れ
ら
か
γ
縫
題
に
プ
ラ
ス
す
え
た
白
が
一

0
・
一
一
夜
、
「
六
年
坐
っ
て
来
て
読
ん
で
い
る
白
も
多
数
あ
る
も
の
に
打
ち
込
む
必
要
む
な
い
社
会

る
井
諮
を
ヤ
ム
支
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
慣
」
が
一
一
一
一
@
五
軒
、
「
中
学
一
年
止
一
と
思
わ
れ
ま
す
。
青
少
年
一
相
談
実
で
は
背
景
と
い
い
手
レ
ょ
う
か
、
宇
の
と
ど

て
い
そ
す
。
昨
年
の
夏
、
崇
蕎
公
民
館
頃
」
は
ぐ
ー
ん
と
増
え
て
一
-
一
一
子
六
軒
「
賓
の
中
、
友
人
の
家
に
つ
い
て
は
共
〈
と
ζ
ろ
に
伺
ん
で
も
あ
る
と
い
い
ま

が
行
っ
た
「
セ
ミ
む
観
察
足
、
ユ
ニ
と
い
高
畏
で
す
。
ま
た
、
小
学
長
田
警
官
に
よ
ス
ま
白
自
由
時
間
白
し
よ
う
か
。
霊
控
室
れ
す
ぎ
た

]
ク
な
企
匿
と
し
て
話
題
に
な
D
寧
レ
演
で
は
男
立
に
ば
i

口
つ
き
が
あ
る
の
で
管
理
不
明
司
勉
強
部
箆
が
独
立
し
て
い
毎
日
で
す
。
ィ
ジ
ベ
j
ダ
ー
は
そ
の
す

た
だ
と
家
ぼ
で
も
子
科
た
ち
が
出
回
ら
主
が
、
中
学
一
ま
で
は
、
ほ
ぽ
同
率
る
ζ
と
と
続
白
接
触
不
足
家
庭
内
で
き
間
に
入
主
込
ん
で
交
差
主
~
し
、

ζ

汗
し
之
発
克
で
き
る
一
議
を
4
r
j
え
て
み
ら
の
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
の
雑
誌
む
放
震
な
と
、
親
の
責
任
と
指
の
ポ
ん
/
雑
誌
も
そ
ヨ
で
し
ょ
う
。
戦

れ
デ
ほ
い
か
が
で
し
ょ
う
。
中
学
か
ら
二
一
品
校
に
か
け

τは
、
声
帯
噂
が
磐
要
で
あ
る
こ
と
を
岳
痛
感
す
る
」
静
議
一
一
一
の
ど
i
ク
と
い
わ
れ
、
理
行
む
」

豪
華
白
注
意
と
を
、
小
学
笠
肉
体
、
精
神
、
襲
警
霊
づ
け
て
宅
と
指
摘
し
て
い
ま
す
泊
審
理
あ
る
扇
夜
、
色
調
査
結
楽
一

宇
お
持
ち
む
む
察
授
は
N

決
め
ら
れ
え
る
ζ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
小
学
⑧
入
手
経
路
が
問
問
題
は
や
は
D
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
で

A

た
場
所
以
外
交
は
掠
が
な
い
μ
、
万
一
一
空
白
と
吾
に
見
始
め
た
と
し
た
数
字
が

1
ζ
の
よ
吉
な
本
堂
廃
っ
た
ζ
と
が
す
。

山
人
乗
D
苦
し
な
い

u;わ
童
か
ら
一
三
三
制
引
に
の
ぼ
っ
て
昔
、
若
手
あ
り
孟
す
か
に
は
、
毒
忍
治
人
夏
休
み
を
臣
、
も
う
一
章
子
さ

飛
び
出
さ
な
い
e
立
《
主
古
し
ず
安
問
題
を
残
し
ま
す
。
小
学
生
で
積
極
的
に
}
へ
高
校
現
子
で
は
半
数
以
上
田
ん
自
身
由
自
白
に
自
を
尚
け
て
い
た
だ

全
指
導
留
に
力
炉
え
れ
で
ほ
し
主
し
に
ポ
ル
ノ
霊
に
巨
が
向
く
と
い
う
己
生
徒
が
買
っ
て
い
る
と
い
注
内
結
果
で
す
脅
1

規
則
正
し
い
毎
日
を
お
〈
る
よ
吉

て
い
ま
ナ
。
中
学
生
育
浴
、
」
夜
間
の
と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
る
、
と
こ
ろ
が
、
中
学
交
ば
↓
人
に
}
人
と
心
掛
げ
て
く
だ
さ
い
@

マ
ポ
ル
ノ
雑
誌
と
り
出
合
い
は
小
学
校
}
年
信
か
ら
i
。
去
会
-
一
月
市
青
沙
年
一
相
談
宅
が
付
っ
た
ρ
雑
誌
ム

マ
に
つ
い
て
わ
ア
ン
ケ
ー
ト
H

で
、
と
の
さ
つ
な
結
裂
が
出
主
い
た
。
ま
た
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
昆
て
い
る
子
ム

マ
供
に
持
し
た
明
た
ち
白
態
度
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
の
援
服
さ
れ
ゐ
稲
川
〈
も
出
て
い
ま
す
O

I

月
一
一
十
一
ふ
ム

マ
日
か
り
判
明
し
い
皮
体
み
に
入
り
主
9
が
、
家
時
立
の
遇
。
ー
芳
に
い
ろ
い
ろ
と
心
配
の
開
予
J
P
い
わ
け
で
、
A

マ
々
都
知
喝
の
同
で
も
う
一
つ
工
夫
と
罫
力
ぞ
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
教
委
指
導
笠
で
も
七
ム

マ
月
一
言
、
小
a

率
草
寺
従
事
前
事
者
会
掃
を
開
い
て
、
夜
会
室
将
軍
目
標
均
一
話
芸
ム

マ
い
手
レ
た
。
こ
れ
ら
白
内
容
は
"
"
夏
休
品
目
手
引
き
H

と
し
て
と
軍
廷
に
出
冨
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
目
を
通
i

ム

マ
し
て
お
い
て
ど
合
さ
い
。
長
い
休
み
可
す
か
ら
、
お
子
古
ん
白
山
崎
辰
に
は
十
分
技
怠
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

:
4

， 

ipi拍子ij!iipi今月岱議題1jiii:品;詩型記長官話
;;;;;iiFUli鵜殿様6-
許2害iiTi;主うii;話iii?ii;iiZ1;:きそi;21;:
!;111i;jij;1(;;;jjtijH411ii i; 



三
軒
(
百
一
一
一
十
八
髄
七
千
五
円
九
イ
万
一
り
合
い
は
、
問
一
…
了
九
引
で
三
・

O
軒

円
)
、
次
い
な
崎
県
支
出
金
の
一
五
の
増
と
時
一
々
増
加
位
一
或
重
用
し
て
お

・
九
訴
(
四
十
一
一
一
鰭
一
一
一
千
六
十
二
万
夕
、
こ
ち
ら
は
財
政
宅
圧
ば
ぐ
す
る
原

円
)
、
一
二
番
呂
が
競
輪
事
業
縦
一
設
が
主
国
と
な
っ
て
い
る
。

悼
の
諸
収
入
で
一
五
八
割
(
同
十
一
一
、

i
市

有

財

渓

j
i
l
l
w

傍

九

平

七

百

六

十

二

一

百

弘

一

)

、

続

い

て

一

一

雨
慨
が
七
二
ハ
軒
(
二
十
摺
六
千
む
zH

一
一
一
十
五
婿
丹
の
増
加
一

万
円
〉
で
、
収
入
の
主
な
も
の
と
な
っ
;
パ
〉
J
〈

j〉
}
i
(
i
i
}
t〈
r

7
、
i

昭
和
五
十
周
年
一
一
一
月
末
混
在
に
お
け

て
む
/
U

る
市
有
財
産
は
、
一
千
白
八
十
摺
間
千

と
こ
で
ロ
に
つ
〈
の
は
、
H
虫
丸
起
融
制

一
一
一
四
十
九
万
円
で
、
前
回
公
表
し
た
一

み
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
年
度
と
佑

千
百
五
斗
百
種
六
円
五
十
三
万
内
に
比

殺
し
た
一
般
会
討
の
伸
び
記
が
む
a

五

ぺ
二
十
笠
雨
明
二
千
ム
ペ
百
六
十
六
万
円
の

則
引
に
対
し
て
、
市
制
は
九
二
一
一
軒
岡
崎
む
省
E
Z
っ
to

大
き
な
神
ぴ
主
主
別
し
て
い
る
こ
と
。
;
:

-
i
t叩
領

t
i
l
i
-
-
J

ま

た

同

じ

く

競

輪

刊

誌

が

キ

悼

の

諸

収

山

吉

一

辺

霧

器

て

け

る

全

会

長

白

書

長

く

)

義

語

、

宣

言

;
2・一
軒
と
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
一
:
重
子
九
警
に
ー
一

γ
ハ
r
i
l
l
-
-
H
H
L

の
予
算
盤
t
T
E一
一
一
億
八
千
喜
九
十
九
万
?
な
っ
た
。
五
十
一
一
年
度
に
か
わ
り
、
軍
遺
書
平
均
ろ
「

j
i
t
-
-
J
i
i
L

ia

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
1

特
別
会
五
十
七
万
円
モ
あ
っ
た
が
、
住
民
福
祉
最
終
予
算
訟
五
百
二
十
億
九
千
一
刊
百
六
・
二
軒
下
ま
わ
る
伸
び
謡
で
む
-
一
一
割
昭
和
五
γ
一
一
↓
年
度
に
お
い
ず
寄
り
入

計
、
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殺 人
訣別

市現

地方議与現

輯議施設利用説受付金

自動車取得税交付金

地方交付税

交通安全対粛特日1)3):'付金

分担金及び負担金

使用料及び手数群

沼産支出金

県支出金

問崖収入

寄付金

繰入金

辞長墨金

諸収入

市皆

歳入合計

I教育文化の向上について3
3巷小学校校舎新改築事業費
富士見小学校校合新改築事業費

みずほ小学校校舎新築事業時

抱小学校校舎鼠体新改築事業費

松が丘小学校理体新興事業費

神E耳中工学校E話器新築事業費
神問中学校プール整備事業費

みずほ!J学校用地買収・造成事業費
南原A民館新築事業費

む:陽中学校連動場夜間照明設備整備夜

間民スボ-y広場整備事業費

E生活環境整備について1
青量域ケEま第 1輔公常f主宅新築事業持 1億49古3JJ円
四寸瀬111・旭第1・須潔 .{9崎止とf罰叢儲 6572万円
高関山公爵アスレチック蕗備工事主主 750万円
安通安全施設整備事業主を 1億3755万円
苦初J屈設整備事業開 1摺2167万円
者人・陣育者福祉関係荷 10憧58447升守
主三活保護扶助問 8億4453万円

3億7586万戸3
3イ意7238万戸3
4億6061万円
1億9241万円
1信1340万円
1鐙2549万円
3565万円
7;賭2226:庁F弓
6675万円
2684万円
2650万円

8625万円
5397JJF'l 
3億3768万円
52以67許可
1434:庁円

11億 9477]内
18嬬6586万円
1口癒8695万戸3
6億5792万円
6憶5262万円
1億5405万円

衛星主振興事業主者

止地改良事業費

武田利用再編対鏑転作特別対策事菜関

街活街共同施設設構費補助金

E都市義盤整{穏について}
都市改造事業開

下水道整構事業費

道路新設改良事業費

約ill排水路整備事業資
街路務備事業捷

都市下車F路整{情事業費

Eその他行財政について3
住民基本台帳脅替え事業党

送話各台憾「下成事業費

線黒字詰言葉皇室/湖南地区行政セン$1-骨(22)
<>法律相談毎月第2第 3金親日1ま時-16時〈予約制〉

やその抽のお自説毎月教育相談、交通事故栂談、

相談を行っています@

<>泉市合同指談 7 J'l27日〈金曜日コ13時-18時平塚智E北口交
主寺前

〈滋律相談、交通事故布告談、 銀段、市政一般相談なと〉

穏技会費室内相談窓曹(33)2お3
，c，昌司むと相談・侵遡汚穂留〈第5を除<')13碍-15時
録手相談・平沼、吉時-1由時30分'慰設
家庭氾重量沼談@平田、車時-16時

百時3C分-1傍寺・土藤忠 喜草寺303き-12草寺

す官渓相談窓/市役所管(23)1111 

時唱法捜相談・ 8月14El(火曜尽) -13潟'-16詩 人数に制哀がある(l3~寺交付〉
A擢法種相談・ 7月17日、 8月 7臼〈火曜日〉・ 13時-16時
行政苦情相鵠・ 7月17臼、 8月 7日〈火曜日〉・ 13時-16時
殺害己相談・ 8J'l10臼〈金書寵臼) -13碍-16時
培地建物梧談 .7R24日〈火摺日) '13時-16時 A数にillIJ震がある03時受付〉
住宅相談.7 J'l17日 E火耀日3 毎 13時-16時
事高羽理策〈特許3相談・ 8月 6El (月曜日〉・ 1臨時-15時
市議取引巡回品っせん・ 7月19日正木曜日) -1部寺30分-16時
定例年金相談・ 8月 9白〈木曜日〉号 9時'30分-16時
務費生活相談 e在古車水曜日・1正時-15時
膏!!>年相談・平田、 9時-16時 g 常設と青少年諜〉



納税相談は市役所1織の11慈の臣室ロマ行っています

き詰毒設
夜 7時30分~事時

く〉ところ 格模)11;可ロ潟衛i務主義
害胃炎の場合は5S C沼コ iこ鮪延
。.i:なもの仕掛防火、只占」マイY、水

中、子L盤、大三E連続、オ〈ヰ花
火他1200発演会第の周辺は
茂選規持軍U~企庁われ大変混雑7

る。パスでおでl.n~:J者。

議後 手子綾子智綴光協会



一毎月尽受け付けー

市営住宅のあき家事会議は、結月10沼に限って、申し
込みを受け付けている。申し込んでおくと、あき家が

生じたと苦に、その団地の希望者自中から入居者が決

定される。あききま戸数よD多い場合は拍せんとなる。
<>対象となる市営住宅平家建て〈木造またはブロ

ック造幻〉と二階建てくテラス裂〉住宅、ただし、中

高樹立除心

。謹格 ①申し込み尽のl年以前から平塚市に住民

登録音L、守!き続き住んでいる方。ヨ〉夫捕または親子
ぞ主体とした家族。②市民税の滞納がない人。収入が

主主1管内であること。(募襲のしおEつを参照にコ

<>収入蓄準 ①窮1檀47，OOllcg~8J， JOC巧まで。
D第 2種 47，J∞円以下
守しお担のliC布と問い合わせ先

市建築課住宅慌 (23-1111)
一一抑制職制命令司苧碑幽縄師開閉開閉
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理
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官軟式野球 8月26日、 9月 28 スボ
-y広主号

陸上競技 9月 9日n:陽中学校
決パスケy ト 9月 2白、 9日 元d芋中学

4立iまf)，

合Y フト 9月2日、 98 スポ-y
広場

合自転車 9月 2日平紫哲輪場

女y:;;刀 8月初日、 9月9日スボ
」:ソ広場

Eコλて沼 8H26日
官パレ- 8月2日目
安剣 道 9月 98
安柔 道 8月26日
脅卓 漂 9月 2日

安軟式民主球 9月2臼 大神軟式庭球場
C明 手 9月 9臼見初台樟育館
Cテニス 8月26呂、 9月2日、 9日

桃浜庭球場ほか

合射 撃 9月2日伊勢原射撃場
合パドミントン 岩月 28 見向ce台停育館
協賛禰白

ボウvング 8月26自 ボウんさがみ
見申し込み等詳しいととは広報紙5ベ日ジ
市民体育大会葬加者の募集者昆てほしい。

誰でも自由に利用できる。種目はパス

ケット、パレ…、 Jて}マミントY、卓球e

バドミントジ、卓球の三ラケyト、主ノャトノレ、

ポ」んは各自持ひする。

く>7月16箆 (Jl ) 午後 l時~器時
<>草月若お〈月〉 ρ 

<>8月羽(月〉 ρ

なお、連動くやっと上ば告〉と連動のでき寄

る綬装で星参加するζ と。



円

v日
謡

9
月
お
百
円
、
諸
国

A
V

ニ
組
技
能
士
学
制
講
習

あ

ん

な

い

マ

日

程

⑦

襲

コ

ー

ス

9
月
3

商
工
諜
と
県
ヴ
湖
南
技
能
罰
則
誠

5
1
U月
7
口
(
月
a

水
・
本
)

セ
ン
タ
ー
で
ほ
、
中
小
企
業
の
従
⑦
仕
上
げ
コ
ー
ス
(
機
械
コ
ー
ス

業
員
を
対
震
に
、
次
の
と
お
り
識
と
同
じ
)
③
税
金
コ
ー
ス

(
9

期

間

会

主

一

関

〈

。

月

刊

U
門け

5
口
月
四
日
〈
月
火
省

A
V
品

質

管

理

入

門

昼

間

木

・

金

)

マ
日
程

7
月
刊
州
立
、
お
日
1

お
φ
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
市

民
、
幻
自
制
同
工
諌
ア
世
帯
係
(
電
語
幻
!
一

A
V
康
衡
計
第
ス
何
度
問
問
…
一
内
融
五
五
円
〕
)
へ
。

E

F

ま
し
た
。
不
正
室
白
書
は
、

zm砕
我

喜

い

ろ

い

ろ

あ

る

が

乳

鵡

が

早

く

今
叶
も

P
H附
に
な
っ
て
い
る
「
み
そ
っ
お
」
に
な
っ
て
し
ま
う

児
蚕
・
生
徒
の
散
は
減
少
し
て
い
た
め
に
な
ろ
妊
廷
の
不
正
院
自
が

な
い
が
、
早
期
に
治
概
し
て
い
る
多
い
L

官ノ〈よ
3
2

子
が
増
加
し
た
よ
う
に
思
い
ま
し

2
J
供
の
む
下
民
間
ぼ
離
乳
の
と
き

た

。

か

ら

始

ま

D
ま
子
。
お
母
さ
ん
方

京
疋
喧
合
(
鵡
な
ら
び
の
惑
い
ぜ
ひ
注
遥
し
て
く
だ
さ
い
。

人
)
白
人
が
、
か
な
り
E
に
つ
き
〈
審
審
開
長
浅
野
親
睦
V

少年挟麗劇場

とき 7月228 8'30~ 
ところ 家紋紅毛主Jili 21--1021 

殺菌 霊予主主の雲寺

料金大入、小人 l00r弓

[l)')-Jミュ」ジカノレ映盟主

レス')-・キャロン/メノレ aファ

08月128(臼)10時 14時 (1m与1m
f坊っちゃんj 中村枕俊/松坂慶

すこども耳央部会
07月228(8コ10時 14同
「おむすび乙う tん」アニメーショ Y
「七羽のからずjアニメージョン

「草原の子テングノレjアニメ、ジョ Y

08!ヨ58(8) 10時 14時(1時唱〉
「海n{;lg;ぷヂ年」アニメ~シ三ン
会レコ-1<.コンサート
07月28臼 C士)14時
fプクイノVレ/アノミJ (ボピ tヨーコ

古参考皇室@学苦言室の事j潟
夏休みの期間中 (7月21E-1 (土コ ~8 月30
日亡木〉、 3階歩号室・学調警の良好な瑞境

を維持することを白的lこ、今年は指定席制を
採用します。したがって定数民u二の利用者。
入霊卦まできませんのでむ車知ください。韮序冒

数は、室参考宝E28席、学習主主116席です。
食休倉官臼毎i皐月曜日 月末祝5
官劉警措 干254浅潟町12-41霊童話31-0415

公潟南平ク 1)-ン作戦
第 7回アェステイパ/ひらつかに多加して
潟南平をきれいにしよう。

'とき 8月19日〈日) 9時30力から午[受3
時30分まで。
e青少年・}般30人を対室長

党問こう/歌おう/かながわ50;妥
• 8月19日 C臼〉午後1時から3時。
ー青年、世30人を対象
合体鱈臼蒔週月曜日電活32-"7029
民援しものの申し込みは、電話またはお気軽

に直接来館を。

す夏休みブラネタザウ
(7 月 21日~8 fl30日コ
一揖投鮮京 e木曜日 2時(l回〉

二1曜日 1時40分、 3時 (2回〉
日曜日 10時30分、 13持3(1分〈。コ

団体投器 7汚 水・木曜日 lC持母

8月オ(./IC・土曜日 10時
E主体投影で~帽のある場合は入場できるo
v一一~行事の申し込み~-~ん-~

各行事亡事加自由のものを除<)に若手加を

暗譜する方は、往復はが去に住所、 E玉名、年

齢仁学年コ、電話昔前記のうえ、それぞれの

締め切り汀までに博物館に送る乙と。博物館

の受け付けでも、申し込みはできるが、穏i穏

だけの申し込みは受け付けしない。また、希

望者iJl定員をこえた場合には抽せんを行う。

女博物館干254浅間町12--41電話33-5111

期間 7月218 C土コ~ 8 fl30日〈本〉
貸出雲綱審考室、学窃室

火~金曜日 9時~16時50分

土 a 日曜日 9時~16時50分

よ¥こども震火~日曜臼 9時-16a-手5オ

古今後E整会
。 7slI58 C日)10徳寺胡年(l時濡30分コ

a定呉30人仁中学主主以上で、なるべ〈全拶j怒
酢加できる方。〉、締め切0;ま7Y120日a
-教材質 2人500円

公Eき然綴聖書入門言葉蕊
①セミ安調べよう

• 7月25日仁水〉、 26日 C木〉
セミ¢生活やぬけがらの調べ方在学ぶ。

舎定員30人、締め切tは7月初日。
②良化石を調べよう

• 8月 38(金〉、 11日 C土〉、 12臼 ζ日コ
大磯、 I]¥E可原でイ己宣を採第し鞍理法全学ぷ

・定員30入、締め切Dは7月25日

大石仏を言調べよう
一一石仏潟王霊協力員募集一一

市内には多<e::石仏があるが、今年はその

なかで道祖神と摂申壊について所在地、年代

大き吉、祭D方などを調べる。

• 8月 7日午後1時30分から打ち合わせ5
• SJヲ8日-168Cっと5のよい沼 1臼2
.自月17日午奇fI1C時~午後4時まとめ。
定員20人仁ノj、学校5年生以と〉刷新め
は7月30日。

合夏休み脅療研究季語談会
E望斜 f地盤、生物、天文〉、社会〈考古、
歴史、民借〉の自由研究について、進め方、

まとめ方、標本の両天皇などむ相談を受ける 0

・7月27呂、 E月24日午前1問時~午後3持、
製学教室、

古豪湖特別展「星座と妥たちJ
主主賂写真を中Jらにした患の1世界への招持 0
・7.Fl21日~8 )j 301] 特別展示室 無料

公特見守渓関i護行葱
合天文講潰金

・8!i9日〈木〉午後2時-3時講堂
話噂「アマァュアによる天陪観測j

講師 広瀬t下治民(1巣立青少活字セジタ-)

・ 8R21臼仁火〉午按 2 時~3時議室主

話題 f天体観撚入門j

諮問j 佐々木勝治民仁邸立斜学博物鍔〉

同定員60入、申し込み絡め切白各10日前。

くこどもの本>

ほん一~一~一~一

ラノレブ'ステyドマン

マ」ティンよ t大きく

スティープy.ヶロ y!7
ごたミ')-さんとまぼろしの烏

三件 '..~ノレズ事キーピジグ

日刊一一読 物一一一一一~、

なきむし魔女先生 浅lil~ ゅん

荒野に夕、コは主主ぬいて

G.D'グリフィス
じいと山白コボたち 平方浩介

ジャジポかいじゅう 木村裕一

がんばれティーフ ァンニ・ボノレパ

1ねん1<みむしらゆきひめ
勤時骨之助

'1'れまら ，J¥Jij 来日耳
!l!の妖精たち }ご・モーガン

パタン島漂流日 L1:野英ニ
ヘ :';_l)-~ シュガー白わくわくする

お ロアノレド・ダーノレ

たんじようぴのにおい 山下明主主

一一科学・工作・その他~~、
新潟ぷ者 eプゴロンすーへ白送

斎藤蕊治

撲 j子をおぼえるたのしいなぞなぞ

乙のみひかる

ちぎ'DA氏・きり祇・はり桧

ずみながしいろながし

自動車入門 高岸清

バレエ入門 情京哲太郎

J亘になった子どもたち主吉本博之
科学のアノレパム 64 
フクロケ

むしゃ〈のふしぎ

たんぽぽさいた

8 fll0 日 C金〉午後 1 時~4時

星座早見盟主を作り、ブヱラ点火』クムで使い

方を学ぶ。

定員40入、締め9'1b7月31Bp 1 
女主主を見る金

• 7 fl21 臼 ~8 月お日までの各土曜日、午後
7時から8時まで、謬参加自由、希望者は帯
事館前に支告。

1台湾物絃サマーセミナー
ー 8 月14 日 ~15日(1泊 2 臼〉 平塚市七堅

七留経 (8月10日午前中に打ち合わせコ
日i体生活のなかで、植物や地質の観察、天
悼の観揖uなどを行う。
・婁方日費 1人1000FlC宿f自主君、食費、教材
費などを含む〉

・定員30人 (/J¥学校5年~中学校3年までの
生徒に綬る。父兄ドヨ"9~1主不可〉。申し込み
締め切り 7月31日。

女子台災のアト 1)::r: 水彩数主主
静物をモチーフに水彩による写症を行う。

・7Jl248 Cゾく)~8 Jl 38(金〉まで。た

だし、 7月初日.31臼を除ぐ。



毎月実施している。受けやす

い会場で受けていただきたい。

量器対車. [第 1期1~3 巨]受ける。

ett愛2暗から4提までの劫氾。
E接縄問騎 2閉 3@]とも3;車問
から8遊間〉

E第 2 期1~1 日受ける。

第 1期の3回目が終ってから 1年
以上1年半までの期間に受ける。
(4設までに第2闘を完了するこ
とが望ましい。〉

重量時間・ 13時30分---15暗まで。ただ
し間同jの会民は14"子-----15時
7月24日 中原公民館金巴公E話語

掠岡崎公廷館

4t 25日花水公民餓市民病
9' 26E-l 神田公長沼百 八幡公E改嘗

'"域島公民館

満 1歳までの赤ちゃんを対象。栄
養、生活局i阜、体重測を等の宵L自に
認するいろいろな問習をお母さんと

一諸に考える。時間 9時30分-10
時30分 母子健在長手伝を持罫
7月17日 富士見公民館
，9 19E1 豊田公民館

-'p 24日 金 E公民沼自
d' 26日 花水公民館
8月 2IJ 挟路公民館
。7日 中原公民鰐
t 9 El 大野公民館
-9 10円市役所B会議F完
?- 1.1日 横内民地民会場

床下薬剤散布臼穏

{沼之言語地底]

7月 17日 ('X-， 下掛;;#，:1-..-4 fi治会

ゃん
古車，cts京2了沼 2の59 建築業を
しておられる遠藤哲拐さん(30議〉
の長男。現在8か月で体重 8<2"f.， 
身長田亨、 53年11月 S臼生まれ。
大輔君ノUてが大好きで、ひと目

見るともう大変。ノむてはやさし〈

高い高いをしてくれたり、いろい

ろおもしろいギャグを考えて遊ん

でくれる。ママ白日記に r6月24
沼海へ行き水濃ぴ。でもあまD好
まない。あせもができて図ってい

るのにづママもやさしい。

ρ 181c1 (水〕 陪出おむ号、担節、過日J;臼冶金
ρ19日ひ心 観 k 町自治会

ク 20日(金〉 東出向治会
?- 21 ['=-] C:i_ノ ドを塙 1、第2~l治会
?' 2Jiヨ CJ~) 1:紙、林lUT自治会

E八幡地区1
7 J~J24 日〈ゾ、了 -2701 (金〉八幡地区白話会

ιム
晶口戸

E畢菩地区3
7 月 30f:~ 砂市町会、紅谷町内会

9 31日 C火、 宮松町自治会、浅間町田J内会
S}ll日(水J 見附町田了内会
タ 2円〈木両日RIJ町内会、追分みどり会

" 3日(宅〉 宝沼T伺治会、宮の前自治会

?- 4 L--J C:i二〉 日本口宅公t百平塚地自治
岳、東京ガスアパート自治会

'" 6 月)-7日仁火〉立野町町内会
E富士見地区3
8 Yl 9日仁本〉 箆土見町内会

9 10日(金〉 豊原町内会
ヂ 11日仕立 四ぷ町内会、二HY軒町自

治会

.9 13El (月〉 三区町内会、ニ集会、江の電

住宅

d" 16白仁木〉 中王監町内会
ク 17日(金コ -18日〈土〉 設訪宙J町内会

胸部レントゲン鍵診の臼稜

9時半-11時半 13持半---15時半
7 Jl16日 貿土公rem1 沼田之官公民館

ク 18f1 東中原住宅損金蝿 (gA野公民館

グ 19日 ふじみ里子団地集会場む悶崎公民館
タ 20日霊山寺 む場開公民館

?' 23臼額公民館 広川神社社掛川

?-248 J:::.万田公民鮪 町一一

タ 25日下山下公民タ百 一一ー

ク 26日毎回星集会場 一一一

?' 27臼八幡小学ヰ安 む八幡公民館

'" 3日臼なでしと金書官 欝 2消防分団
ク 31日 中原品民館 。中原公民館

8月 1B 第 4区町内会館 C南原公民館
ρ2日 公所公民館 (C)is沢公民館
ヂ 3臼 北久保公民館 。土麗公霊法E
" 6日 24軒町自治会館 諒訪町会館

'" 8臼 抑殿会館 。豊田公区法官

タシ 9日華平幼稚関 む富士見公民館

.v 10日 花水台母子祭 @花水公民館

ク 13日 一一 平揮漁業協筒組合

-9 14日ーと平塩公民館 む金田公民館

ク 15日 代官邸J児童量図轟i耳目 海岸地底的会館

ρ16日平塚カト!Jック協会む須賀公民館

他白地区は、次与でお知らせする。

む日jの会!Aきでは、 40歳以上の万に循環恕健診を、
また、 18議'-49歳までの掛人を対象tこ貧血検査を
行い必要とみとめたブ3には、 ~cBめによる聴打診を

行う。ただし、医師の診察時間は午後1日時30分~
3E時ま在。

市内のノ'1，<中学生を対象に「緑重量かな筏づ

< J:)Jを表現したポス主}を募集している。
作品ちは1人 1点とし、応募作品は主主濯しな

い。用紙の大きさは54叩 X38個とし、たて書

きの乙与。費留に学校名、今珪干三、氏名を明記

し、ふ白がなをつける。標語等文字は一切使

用しない。

⑮応募先 市齢三百裁発部公臣覇様治課

電話 23~1l11 内観425

φ締め切哲 9月29臼 C土〉
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庁
舎
の
移
転
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開
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宅
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平
器
商
畠
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判
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庁
舎
工
事
マ
窺
寅
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D
E三
万
八
千
四
百
円
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た
め
次
の
と
お
り
仮
庁
舎
に
移
転

1
一
ニ
万
九
平
九
育
的
、
共
益
費
三
干

す
る
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
吉
つ
に
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九
古
河
、
入
居
時
敷
金
十
一
一
月
五
千

マ
移
転
白
日

7
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混
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百
円
か
ら
十
一
万
九
千
七
百
円
ま

で
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収
入
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収
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十
五
万
円
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ぷ
と
問
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わ
せ
日
本
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西
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パ
パ
と
ぼ
く
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献
血
へ

i

湖
南
亦
十
字
血
綾
セ
ジ
タ
1
甘
ほ

七
月
一
臼
か
る
八
月
一
子
工
臼
ま
で

の
潤
「
パ
パ
と
マ
マ
は
献
血
、
ぼ
く

と
わ
た
し
ほ
血
液
型
判
定
」
堂
一
ノ
1

マ
に
、
献
血
と
患
液
型
判
定
者
行
っ

て
い
る
。

マ
受
付
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
、

午
後
は
一
時
か
ら
沼
時
ま
で
、
た
戸
一
い

し
、
土
曜
日
は
午
前
中
。

・
献
血
十
六
歳
か
ら
六
十
四
歳

-m綴
裂
判
定
献
血
に
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れ
た
父

兄
同
伴
の
汚
室
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司
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平
山
拭
市
持
費
者
白
金
で
は
、
不
出
出

品
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売
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を
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。

マ
出
品
物
受
付
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幻
刊
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vm即
売
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叩
品
目
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で

マ
会
場
権
蛍
」
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幡
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午
前
十
時
か
ら
午
後
間
時
ま
で
。
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し
い
こ
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み
費
者
の
会
副
会
長

(
電
話
m
l五
九
…
一
一
二
〉
へ
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消
養
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勉
強
会

市
生
活
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で
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み
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な
で
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え
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づ
く
目
の
暮
ら
し
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を

テ
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マ
に
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消
費
生
宿
泊
勉
強
会
夜

間
〈
。
お
気
軽
L
多珂秒、

マ
と
苦

7
月
口
日
〈
火
)
午
前

m

時
か
ら
同
孔
時
回
分
ま
で
。

マ
と
こ
ろ
博
物
館
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講
堂

門
講
滋
金
の
内
容
〕

①
替
の
た
く
し
亭
ん
、
今
の
た
く
事
ん

②
加
工
食
品
白
魔
術
師
D
ん酸市出品

①
ヨ
モ
ヨ
審
問
の
正
体
は
④
忙

し
い
人
乙
ふ
学
づ
〈
り
を
。

戸
、
羽
み
Jm

p
v
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コ
ン
テ
ナ

会
社
の
人
事
異
動
な
wr
雪
山
引
っ
越

し
吉
点
る
み
な
吉
ん
、
近
い
と
ζ
ろ

は
自
説
阜
で
、
遠
い
と
ζ

ゐ
は
商
臨

み
や
紛
失
が
な
く
二
戸
口
h
r
h
p日

l暴動物保護ーにン点}では、 J て犬による野犬

の溜加と犬による危慢を向ぐため、今月も次の

日ねで不明犬の巡別収容を行う。

当日犬をljjされる方は、 f日日かんJ r犬む室主
宰LJ r注射持費Jと愛犬手帳を持参のうえ会場
へお出かげ者。なお、収容E障の停沼時間は5分
間なのでおまちがいのないように。

8 }守ヰ泊 (二七〉 喜丹11罰 (ニ主〕
9 '00 神間公E¥'ff宮 9 '20 松原公民館
9 '20 大野公民館 9 40 須賀公民館
9 ふ 50 中原公民館 10' 00 花水公民館
10' 10 豊田公'"長官 10 20 富士見公民館
10' 30 誠島公民館 10150 恕公民館
10' 50 金[沼公民館 11 : 15 吉沢公民館
11'10 岡崎公民館
11 ' 30 金司公民館

ゲ

に続けていく儀礼であり、そ¢会

自供養は死者の龍れが段階的に措

イむしていく儀礼と考えられます。

さで、罪式t々の供蓋で最も注目

されるのは、トムライアゲをいつ

にし、どのように手子うかというこ

とです。という白は、全閣各地唖

葬送儀礼者調べてみると、議時年

怠を期してイムが神様になるといφ

たD、仏賓の伎牌苦境いたり墓ほ

納めた白、それまでの年忌に立て

た仮卒塔婆とは違って生木て?を主轄

のついた塔婆を立てたbずる地方

が多くあるからです。つまP、ト
ムライアゲ以f&v-I仏教1内政義が必

要な〈な白、故人0_万吉複立浄まl:>

個性老失って先主目械ともいうべき

}思¢千百霊群になるという考え方

がζ こにうかがえるわけでナ。

平器官はトムライア夕、そいつb.

どのようにするかははっきりして

ませんが、真田では33年忌に杉'"

港醤を立てたり、茅ケ崎市榔島で

はクス自生木の枝葉のついたのを

犠主宰としています(写真〉。 ζれ儲

…島倣勺には梢付塔婆といわれ、 E軍

アイ一フ

き 葬式の塔bをいっと考えるカ坊主

E葬送儀礼の変遷によって変わって
Eいます。〕静的には告別式がすみ
E故人を慕に埋葬して葬式が絞るわ
さげですが、王詰在のように火葬が普

言及し、霊童鉱車を利用するようにな

言ってからは、葬列がなくな位、告

E別式のことを葬式というようにも
Eな白ました。また、今では7童市Jが
言わずかに璃るだげですが、日本の

e ~古代には弼〈もがDコということ
きが1軍司〈らい行われておb、残
きが終って罫式が終了したわけです0

5 樫葬が終って葬式がすむと、 49
5臼まで7日むとの供接、その後の
z 

き年怠〈法事〉と供聾があD、トム

~ .:ライブゲく賞受終年忌〉で全てが終

芸 Dます。市内大野地iZでは七七日

e (49日〉以後、 I、ふれ 13、
~ 17、33屑忌を行い、いずれも親挟
Eが集まって{曽f呂の読経をうけた!J、
宝念仏衆・お題目飛によるおせばム・

芸お里吾窃由呼子われています。下島で

宝は先の他に23、27、50、 100年滋

Eもずる家があ払憲判断唱によっ
芸て違っている場合があDますが、
職ー ー 一一ふ七七日までの

〈いみ〉が段階的

~一~24~~

私たちの暮らしの中には

苦から伝わEつ、続けられて

いる行事やしきたDなどが
たぐさんあDます。 ζ うい

うものに白を向け住活の歴

史を考えてみましょう。
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台
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事
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量
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い
子
な
ど
壱
お
悩
み
の
お
母
さ
ん
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即
寸
た
ち
が
相
談
に
来
ち
を
い
ま
す

U
4

お
と
の
よ
玄
つ
に
、
子
供
を
持
つ
お

スU
V

所

、
究
母
さ
ん
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
県

吋
九
摘
白
こ
と
て
、
事
か
れ
少
な
か
れ
い

MH

耕
ろ
い
ろ
な
心
配
や
悩
ぷ
を
持
っ
て

い
い
~
い
ま
す
。
鷲
垣
間
よ
の
潤
媛
、
行
動
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訟
の
問
題
、
性
搭
の
閉
経
と
か
、
家

あ
あ
時
、

A
若
の
お
母
き
ん
か
庭
生
V
誌
の
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で
、
あ
る
い
は
苧
校

ら
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な
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談
引
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ま
れ
ま
生
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中
な
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に
な
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落
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立
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出
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し
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ろ
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官
、
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合
も
あ
る
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う
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れ
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多
く
、
宿
題
は
も
と
よ
し
が
し
「
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族
の
中
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け
で
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~

呂
、
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ン
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広
忠
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校
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行
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干
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刀
に
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る
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E

つ
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〈
れ
て
い
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お
母
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ら
っ

す
。
宅
L向
つ
で
も
晶
君
力
に
欠
し
ゃ
い
ま
す
。
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い
る
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ぷ
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札
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に
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妻
、
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一
、
、
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率
三
日
母

つ
も
Y
ヲ
ソ
ヲ
し
て
い
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さ
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理
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な
っ
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さ
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と
し
て
一
二
一
戸
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合
そ
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鼠
国
や
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決
方
法

は
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品
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た
ら
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一
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事
え
、
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つ
け
て
い
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い
の
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わ
か
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談
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Jれ
レ
く
た
め
、
商
判
事
前
十
ね

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
』
オ
ニ
つ
減
そ
れ
と
同
時
に
必
嬰
が

教
骨
一
研
先
市
の
教
育
相
談
で
は
あ
れ
ば
、
子
供
に
は
遊
戯
醍
渋
を

こ
の
よ
う
に
知
的
な
器
禁
U

面
で
返
し
で
そ
の
峨
蒋
を
は
か
つ
て
お

は
留
品
で
あ
D
な
が
ら
、

A
諮
の
り
ま
す
。

ょ
う
ー
に
落
ち
者
き
が
な
く
集
中
力
ど
玄
ユ
ペ
お
封
軽
に
と
一
相
誌
く

に
欠
け
る
子
や
、
そ
の
ほ
か
、
友
だ
さ
い
。
獲
詰
予
約
甘
亭
仔
付
け

述
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
子
と
か
、
し
て
お
り
ま
す
の
-
夫
前
も
っ
て

学
校
や
幼
推
闘
に
行
夫
元
が
ら
な
む
連
絡
く
だ
さ
い
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子
子
、
い
つ
ま
で
も
夜
尿
だ
泊
ら


	マルチPDF 701
	マルチPDF 702
	マルチPDF 703
	マルチPDF 704
	マルチPDF 705
	マルチPDF 706
	マルチPDF 707
	マルチPDF 708

